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Ⅱ　香港の植民地法体系と社会単位
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転換期における香港の政治と社会

連載にあたって

1994年4月から95年3月にかけて，アジア経済研究所の共同研究の一環と

して，「転換期における香港の政治と社会」（主杏 沢田ゆかり）研究会か実

施された。この連載は，その最終成果報告である。本研究会を開催した目的

は，戚置を伯前に控えた香港の変動を総合的に評価することにあった。

1980年代，香港は経済，政治，社会のすべての面において，大きな転換を

経験した。アジア NIEsの一・角を占めるようになった香港は， 70年代末に中

国か対外開放に踏み切ったことにより， 80年代を通じて華南経済の中核とい

う新たな役割を担うようになった。また世界と中菌を結ぶ貿易と金融の拠点

として新たな発達を遂げ，府業の主役も製造業からサービス産業へと交替し

た。

さらに同時期の中英交渉と1997年返遠(})決定は，それまでのイギリス植民

地としこの香港のありように，抜本的な変革を迫ることとなった。中央官僚

の現地化，政党の発達，立法諮問機関における選挙制度の導入，頭脳流出と

輸入汀濁者の増大，；品笠教育と福祉の強化，「香港人」、認識の評価など，伝

統的な「自由放任主義」のもとで軽視され続けた課題が1980年代に急速に浮

tした。これらは90年代のいまも解消されていない。

こうした変化の発生に関しては，いうまでもなく中国が重要な役割を果た

している。とりわけ政治，社会面の変革は， 1997年の中国への返遠を意識し

て怠展開したものが多い。しかしまた香港の内部にも，新たな局面に対応す

べき条件があったことを軽視してはならない。

たとえば香港と華南地域の経済分業は，香港かすでにl〗．業化を達成し，コ

スト高から脱工業化の道を模索していたという前提が必要であった。このこ

とは1999年に返還を控えているマカオと維南との経済関係と比較すれば，ぃ

っそう明らかであろう。政治の変化についても同様である。政党の母体とな

った団体は， 60年代から70年代の市民運動や労働運動から派生した。すなわ
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ち選学ではなく iti問委E会を通じて，社会的合意を形成するという植民地政

府の統治方法は，すでに多くの摩擦を生み出していたのである。

香港在住の中国人を中国大陸の中国人とは区別し，「香港人」としてのア

イテンティティを模索する論議の背以には， 1970年代に香港生まれの中産階

級か増大したという事実かある。大学の増設，増員に見られる邸等教育の強

化についても，単に返還に備えて海外へ移民する人材の穴を埋めるためだけ

0)ものではない。他のアジア NIEsと同様，域内の高コストに見合うだけの

亮業の絲付加価値化と技術）jの育成が急務だからである。また福祉増強の背

後には，加速する高齢化問題に対応する必要性があった。

現在「結局のところ返還後の香港は中国次第」という見方が存在する。し

かし中国分析たけで返遠以降の香港の行方を考察するのは，はなはだ不十分

とりわざるを得ない。香泄の将来的な安定と繁栄を実現するには，中国の政

策と同時に，受け手である域内の状況がそれにどう合致するかを分析する必

要がある。このため本研究会は香港政庁，政党，企業，市民という域内の主

要アクターを視陀として，転換期の変化の実態を分析した。そのさい対象と

する期間は，返還決定以前からの内在的な変化を考察するべく，戦後から現

在までと定めた。

以tのようなit画にもとづき，各執筆者には，それぞれの専門分野の範囲

とはいえ，わずか 1年という時間のなかで半世紀にわたる植民地統治の決算

をお願いすることになった。無理な要求に全力で取り組んでくれた執筆者諸

氏に対し，心から感謝の心を表したい。よたデータ入Fの困難なテーマにつ

いては，思わぬ巾実関係U)晶りがないとは占えない。訛者諸氏のこ叱正を乞

しヽ たし％
さわ t•

沢田ゆかり（神奈川大学外国語学部講師）


